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【要  旨】  
メタボリックシンドローム (MetS)は肥満、耐糖能・血圧・脂質異常が併存した
状態でインスリン抵抗性と関連するが、肺機能低下がインスリン抵抗性を介し
て MetS と関連するかは一定の見解がない。本研究は空腹時血中インスリン値
(F-IRI)をインスリン抵抗性の指標とし 、 F-IRI と独立した関連が肺機能と
MetS(国際糖尿病連合基準 )の間に存在するかを健常者で検討した。対象は、基
礎疾患がなく、 %肺活量 (FVC%）、 1 秒率 (FEV1%)、 F-IRI を調査し得た 3,072 名。
質問票で喫煙状況を確認し、MetS 診断項目：腹囲、血圧、空腹時血糖、中性脂
肪、 HDL コレステロールを測定した。 MetS 診断を従属変数とした多変量ロジス
ティック回帰分析を行うと、男性の肺機能 (FVC%、FEV1%)は喫煙、F-IRI から独
立して MetS と関連し、FVC% と FEV1%の四分位の最低群は最高群と比べ MetS の
オッズ比は各々 1.92 倍、1.58 倍であった。しかし、女性では肺機能 (FVC%、FEV1%)
と MetS の関連はなかった。本研究は男女別に肺機能と MetS、インスリン抵抗
性の関連を調査した初めての研究であり、男性の肺機能低下は喫煙やインスリ
ン抵抗性から独立して MetS と関連するが女性では関係しないという MetS とそ
の併存疾患の関連の男女差を示した。  
